
 

 

← 
筑波山を「むらさきの山」と表現。
その美しさを讃えた服部嵐雪の肖
像画（『おのごろ嶋雑記』より転載） 

← 
紫峰「筑波山」と，そのふもとを流れ，世阿
弥の謡曲『桜川』の舞台ともなった「桜川」 
（撮影：平成 15年 11 月，つくば市巡見橋） 

 

「
一
の
鳥
居
」
の
句
碑
の
拓
影 

「
雪
ハ
末
う
左
須
万
川 

武
良
左

幾
能
筑
波
山 

雪
中
庵
嵐
雪 

（
雪
は
ま
う
さ
ず
ま
ず 

む
ら
さ

き
の
筑
波
山 

雪
中
庵
嵐
雪
）」

（
右
），
正
面
か
ら
見
た
句
碑
（
下
） 

「連歌発祥之地」歌碑

（上）。男体山社殿のす

ぐ下に「日本武尊凱旋

之御遺跡」の木札。こ

の巨岩の地が連歌岳な

のでしょうか（右，昭

和 13 年頃，『昭和から

の贈りもの』より転載） 

東京深川の芭蕉記念
館に建つ松尾芭蕉像
（上），与謝蕪村の肖
像画（下，「蕪村顕彰
俳句大学」より転載） 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

   

              

筑
波
の
道 

筑
波
山
、
双
峰
（
そ
う
ほ
う
・
ふ
た
つ
の
峰
）
の
神
秘

的
で
優
美
な
姿
は
、
古
来
多
く
の
人
々
を
魅
了

（
み
り
ょ
う
）
し
て
き
ま
し
た
。
『
万
葉
集
』
に
は

筑
波
山
を
詠
ん
だ
長
歌
・
短
歌
が
25
首
載
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
万
葉
人
が
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

し
た
大
和
三
山
（
香
具
山
か
ぐ
や
ま
、
畝
傍
山
う
ね
び
や
ま
、

耳
成
山
み
み
な
し
や
ま
）
の
ど
れ
よ
り
も
多
い
の
で
す
。

そ
の
後
、
古
今
和
歌
集
、
後
選
和
歌
集
、
新
古

今
和
歌
集
と
歌
に
詠
ま
れ
続
け
て
き
ま
し
た

（
小
倉
百
人
一
首
で
お
馴
染
み
の
陽
成
院
（
よ
う

ぜ
い
い
ん
）
の
歌
、
「
筑
波
嶺
の
嶺
よ
り
落
つ
る
男

女
川
（
み
な
の
が
わ
）
こ
ひ
ぞ
つ
も
り
て
淵
と
な
り

ぬ
る
」
は
後
選
和
歌
集
に
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
）
。

ま
た
室
町
時
代
に
最
盛
期
を
迎
え
た
連
歌
（
れ
ん

が
）
は
、
二
人(

以
上)

の
人
間
が
和
歌
の
上
の
句

と
下
の
句
を
つ
な
い
で
い
く
詩
の
一
種
で
「
筑

波
の
道
」
と
も
い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
そ

の
起
源
を
『
古
事
記
』
に
あ
る
、
筑
波
山
を
詠

み
こ
ん
だ
、
倭
建
命
（
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と
日
本

武
尊
）
と
御
火
焼
翁
（
み
ひ
た
き
の
お
き
な
）
と
の
唱

和
問
答
歌
（
し
ょ
う
わ
も
ん
ど
う
か
）
と
す
る
こ
と
に

よ
り
ま
す
。
そ
の
問
答
歌
は
、
倭
建
命
が
東
征

の
帰
り
道
、
甲
斐(

山
梨
県)
酒
折
宮(

さ
か
お
り
の
み

や)

に
お
着
き
に
な
っ
た
時
、
「
新
治
（
に
ひ
ば
り
） 

筑
波
を
過
ぎ
て 

幾
夜
か
寝
つ
る
（
東
征
の
旅

に
出
て
、
も
う
常
陸
の
新
治
・
筑
波
を
過
ぎ
て

幾
夜
寝
た
の
だ
ろ
う
か
）
」
と
歌
わ
れ
た
と
こ

ろ
、
御
火
焼
翁
が
「
日
日
並
（
か
が
な
）
べ
て 
夜

に
は
九
夜
（
こ
こ
の
よ
） 

日
に
は
十
日
（
と
を
か
）

を
（
何
日
も
経
て
、
夜
で
は
九
夜
、
日
で
は
十

日
を
過
ご
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
）
」
と
、
お
答

え
し
た
も
の
で
す
。
筑
波
山
の
中
腹
に
あ
る
「
筑

波
山
梅
林
」
（
つ
く
ば
市
沼
田
）
の
駐
車
場
脇
に

「
連
歌
発
祥
之
地
」
と
書
か
れ
た
歌
碑
と
そ
の

説
明
板
が
並
ん
で
建
っ
て
い
ま
す
。 

鹿
島
紀
行 

江
戸
時
代
に
は
連
歌
か
ら
俳
諧
（
は
い
か
い
）
が

生
ま
れ
、
松
尾
芭
蕉
（
1644
～
1694
年
）
が
蕉
風
と 

             呼
ば
れ
る
芸
術
性
の
極
め
て
高
い
句
風
を
確
立

し
、
俳
聖
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
芭
蕉
は
1687

（
貞
享
４
）
年
の
秋
に
鹿
島
を
訪
れ
、
『
鹿
島

紀
行
（
鹿
島
詣
）
』
を
残
し
て
い
ま
す
。 

 

弟
子
の
河
合
曽
良
と
僧
宗
波
を
伴
っ
た
芭
蕉

は
、
鹿
島
を
目
指
し
、
深
川
芭
蕉
庵
の
門
前
か

ら
舟
に
乗
り
、
小
名
木
川
、
新
川
を
東
進
、
江

戸
川
に
入
っ
て
、
行
徳
で
下
船
。
行
徳
か
ら
は

徒
歩
、
八
幡
の
里
を
過
ぎ
て
、
鎌
谷
が
原
（
鎌

ヶ
谷
）
と
い
う
広
い
野
原
に
で
る
と
、
は
る
か

か
な
た
に
筑
波
山
が
見
渡
せ
ま
す
。
そ
の
様
子

を
芭
蕉
は
、
「
秦
甸
（
し
ん
で
ん 

秦
の
都
咸
陽
の

地
、
こ
こ
で
は
広
々
と
し
て
い
る
さ
ま
）
の
一

千
里
と
か
や
、
目
も
は
る
か
に
見
わ
た
さ
る
る
。

筑
波
山
む
か
ふ
に
高
く
、
二
峰
並
び
立
り
。
か

の
唐
土
（
も
ろ
こ
し
）
に
双
剣
（
そ
う
け
ん
）
の
み
ね

あ
り
と
聞
え
し
は
、
廬
山
（
ろ
ざ
ん
）
の
一
隅
な

り
。 

 

『
雪
は
申
さ
ず
ま
づ
む
ら
さ
き
の
つ
く
ば
哉
』 

と
詠
（
な
が
め
）
し
は
、
我
門
人
嵐
雪
（
ら
ん
せ
つ
）

が
句
な
り
。
す
べ
て
此
山
は
日
本
武
尊
の
こ
と

ば
を
つ
た
へ
て
、
連
歌
す
る
人
の
は
じ
め
に
も

名
付
た
り
。
和
歌
な
く
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
、
句

な
く
ば
過
ぐ
べ
か
ら
ず
。
ま
こ
と
に
愛
す
べ
き

山
の
姿
な
り
け
ら
し
。
」 

と
記
し
て
い
ま
す
。 

 

服
部
嵐
雪
（
1654
～
1707
年 

別
号
の
一
つ
が
雪

中
庵
）
は
、
芭
蕉
の
高
弟
の
一
人
で
、
芭
蕉
か

ら
「
草
庵
に
桃
桜
あ
り
。
門
人
に
其
角
（
き
か
く 

宝

井
其
角
）
嵐
雪
あ
り
」
と
称
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
目
も
遙
か
な
秋
空
に
見
渡
さ
れ
る
双
峰
、

筑
波
の
山
を
眺
め
る
芭
蕉
の
胸
中
に
去
来
し
た

の
が
、
こ
の
「
む
ら
さ
き
の
筑
波
」
と
い
う
嵐

雪
の
一
句
で
し
た
。
芭
蕉
の
心
に
浮
か
ん
だ
こ

の
一
句
は
、
や
が
て
嵐
雪
の
代
表
句
と
し
て
世

に
伝
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
句
は
、｢

雪
の

筑
波
山
の
景
色
も
い
い
が
、
晴
れ
た
紫
の
筑
波

山
の
景
色
は
さ
ら
に
い
い｣

と
解
釈
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
宮
本
宣
一
氏
（
中
19
回
卒
）
は
『
筑

波
歴
史
散
歩
』
（
崙
書
房
）
の
な
か
で
、
当
時

「
雪
」
を
も
っ
て
富
士
山
の
代
名
詞
と
し
、「
紫
」

を
も
っ
て
筑
波
山
の
代
名
詞
と
す
る
よ
う
に
な

り
、
「
雪
の
富
士
山
よ
り
も
紫
の
筑
波
山
の
方

が
よ
い
眺
め
だ
」
と
の
解
釈
を
し
て
い
ま
す
。 

 
 

         

そ
の
後
、
芭
蕉
一
行
は
鎌
ヶ
谷
か
ら
布
佐
ま

で
は
徒
歩
で
た
ど
り
、
布
佐
か
ら
は
再
び
舟
で

鹿
島
ま
で
行
き
（
「
月
く
ま
な
く
は
れ
け
る
ま

ま
に
、
夜
ふ
ね
さ
し
下
し
て
、
鹿
島
に
至
る
」
）
、

芭
蕉
の
参
禅
の
師
で
あ
っ
た
仏
頂
禅
師
が
閑
居

し
て
お
ら
れ
た
根
本
寺
に
滞
在
し
て
い
ま
す
。 

 
 

   
   

江
戸
時
代
中
期
の
俳
人
、
与
謝
蕪
村
（
1716
～

1784
）
は
、
1742
（
寛
保
２
）
年
か
ら
約
10
年
間
、

下
総
国
結
城
（
茨
城
県
結
城
市
）
に
滞
在
し
、

嵐
雪
の
句
を
踏
ま
え
て
「
ゆ
く
春
や
む
ら
さ
き

さ
む
る
筑
波
山
」
と
詠
ん
で
い
ま
す
。
ど
う
や

ら
こ
の
頃
か
ら
「
む
ら
さ
き
」
が
筑
波
山
の
別

称
と
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。 

平成２５年２月１２日 

茨城県立土浦第一高等学校  

進修同窓会旧本館活用委員会 
ＨＰ http:www.sin-syu.jp/ 

第５４号 

むらさきの筑波山 

冬の訪れとともに，筑波山がよりはっきり見えるようになりました。

冬に限らず，光の具合によっては山肌が紫色に見え，「紫峰」の名も

うなずける気がします。筑波山，日本百名山のなかでは最も標高(877

ｍ）が低いにもかかわらず，古くから「東の筑波，西の富士」と並び

称されてきました。 

 



 

 

文久元年「関東造醤油屋番付」。力士とは
別格扱いで，行司には色川三郎兵衛，その
下の差添には，大國屋勘兵衛の名が見えま
す（『史料で探る茨城の歴史』より転載） 

余
録 

現
在
の
「
大
國
屋
」
と
土
浦
醤
油 

 
 

       

大
國
屋
は
明
治
維
新
を
迎
え
る
と
、
醤
油
醸
造

業
を
他
に
譲
り
，
広
く
食
品
販
売
を
業
と
す
る
問

屋
に
転
向
し
ま
し
た
。
1888
（
明
治
21
）
年
に
は

ビ
ー
ル
販
売
を
手
が
け
，
1908
（
明
治
41
）
年
に

は
「
Ｋ
＆
Ｋ
」
印
（
国
分
と
勘
兵
衛
の
頭
文
字
を

と
っ
て
つ
け
て
い
ま
す
）
を
商
標
と
し
、
さ
ら
に

1909
（
明
治
42
）
年
に
は
味
の
素
、
1919
（
大
正
８
）

年
に
は
カ
ル
ピ
ス
の
発
売
を
開
始
す
る
な
ど
，
た

え
ず
時
代
を
先
取
り
し
、
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
江
戸
店
の
あ
っ
た
日
本
橋
１
丁
目
１
番
地

に
本
社
を
構
え
、
社
名
も
「
国
分
株
式
会
社
」
と

改
め
，
日
本
一
の
総
合
食
品
商
社
と
し
て
，
創
業

300
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
松
阪
市
射
沢
町
に
は
、

今
も
亀
甲
大
の
商
標
の
あ
る
五
つ
の
蔵
を
有
す

る
國
分
邸
が
、
江
戸
時
代
の
豪
商
「
大
國
屋
」
の

面
影
を
し
の
ば
せ
て
い
ま
す
。
土
浦
で
は
、
市
内

虫
掛
の
柴
沼
醤
油
が
唯
一
土
浦
醤
油
の
伝
統
を

受
け
継
い
で
い
ま
す
。 

追
記 

茨
城
県
立
歴
史
館
特
別
展
「
筑
波
山
」
開
催 

２
月
９
日
（
土
）
か
ら
３
月
20
日
（
木
）
ま

で
、
水
戸
市
の
茨
城
県
立
歴
史
館
に
て
特
別
展

「
筑
波
山
―
神
と
仏
の
御
座
（
お
わ
）
す
山
―
」

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
担
当
は
永
井
博
氏
（
高

29
回
卒
）
・
大
関
武
氏
（
高
35
回
卒
）
ら
で
す
。 

東京日本橋にある国分本
社と，亀甲大の商標（上）
土浦市虫掛にある柴沼醤
油と，その商標（下） 

嵐
雪
句
碑 

嵐
雪
の
代
表
句
と
さ
れ
た
「
雪
は
申
さ
ず
ま

づ
む
ら
さ
き
の
つ
く
ば
哉
」
の
句
碑
が
、
高
田

保
た
ち
が
登
っ
た
登
山
道
（
高
田
保
の
筑
波
登

山
記
は
小
紙
53
号
で
紹
介
）
、
一
の
鳥
居
の
傍

ら
に
建
っ
て
い
ま
す
。
表
に
は
「
雪
は
申
さ
ず

ま
ず
紫
の
筑
波
山 

雪
中
庵
嵐
雪
」
、
側
面
に

は
「
是
よ
り
山
上
」
の
五
文
字
が
大
き
く
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
1782
（
天
明
２
）
年
10
月
13
日
、

ち
ょ
う
ど
嵐
雪
の
命
日
、
供
養
の
営
み
と
し
て
、

こ
の
碑
が
建
立
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
建
立
者
は

杉
野
翠
兄
（
す
ぎ
の
す
い
け
い 

1754
～
1813
杉
野
治
兵

衛
）
。
翠
兄
は
江
戸
時
代
中
期
・
後
期
の
俳
人
。

竜
ケ
崎
の
地
主
で
油
屋
を
営
む
か
た
わ
ら
、
嵐

雪
の
高
弟
大
島
（
雪
中
庵
）
蓼
太(

り
ょ
う
た 

1718
～

1787)

の
門
に
学
び
、
小
林
一
茶
と
も
交
流
が
あ
り

ま
し
た
。
翠
兄
は
筑
波
庵
と
号
し
て
、
近
隣
に

多
く
の
門
人
を
持
っ
て
活
躍
し
、
常
南
地
方
に

俳
諧
を
広
め
て
い
き
ま
し
た
。
碑
の
裏
面
に
は

「
古
叟
嵐
雪
此
山
頭
に
紫
の
一
字
を
得
た
る
は

芙
蓉
峰
の
雪
に
む
か
ふ
て
お
も
て
お
こ
せ
し
言

の
葉
な
る
を
や
。
爾
比
磨
利
莵
玖
波
（
に
い
ま
り
つ

く
ば
）
の
し
げ
き
蔭
に
こ
ゝ
の
代
十
代
も
朽
せ
ざ

れ
と
深
き
こ
ゝ
ろ
を
石
に
こ
め
て
営
立
せ
る
も

の
は
杉
野
翠
兄
。
是
を
よ
み
し
是
を
し
る
す
も

の
は
雪
中
庵
蓼
太
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
（
こ

の
句
碑
に
は
「
む
ら
さ
き
の
筑
波
山
」
と
刻
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
芭
蕉
は
『
鹿
島
紀
行
』
で
「
む

ら
さ
き
の
つ
く
ば
哉
」
と
紹
介
し
て
い
ま
す
。

嵐
雪
の
発
句
集
『
玄
峰
集
』
に
は
「
紫
の
筑
波

山
」
と
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
校
第
14
代
校

長
の
長
南
俊
雄
先
生
（
中
21
回
卒
）
（
『
杉
野

翠
兄
―
竜
ヶ
崎
の
俳
諧
師
―
』
・
崙
書
房
）
や

石
塚
弥
左
衛
門
氏
（
『
山
は
筑
波
嶺
』
―
文
人

群
像
―
』
・
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
は
、
芭
蕉
の
思
い
違

い
に
よ
る
も
の
と
述
べ
て
い
ま
す
） 

 

現
在
、
筑
波
登
山
は
車
で
筑
波
神
社
や
つ
つ

じ
ヶ
丘
ま
で
登
り
、
そ
こ
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

や
ロ
ー
プ
ェ
イ
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
こ
の
句
碑
の
存
在
さ
え
知
る
人

も
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
神
郡
か
ら
一
の
鳥

居
の
あ
る
臼
井
を
抜
け
て
い
く
こ
の
登
山
道
は

万
葉
人
も
利
用
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

718
（
養
老
３
）
年
頃
、
常
陸
国
の
役
人
で
あ
っ

た
高
橋
虫
麻
呂
（
た
か
は
し 

の 

む
し
ま
ろ
、
生
没
年
不

詳
）
は
筑
波
山
に
登
り
、
筑
波
山
の
歌
を
い
く

つ
か
詠
ん
で
い
ま
す
。
万
葉
学
者
の
犬
養
孝
先

生
は
、
虫
麻
呂
は
国
衙
が
あ
っ
た
石
岡
か
ら
恋

瀬
川
沿
い
に
志
筑
・
月
岡
・
須
釜
を
経
て
十
三

塚
か
ら
風
返
し
峠
を
越
え
て
筑
波
に
登
っ
た
と

想
定
し
て
い
ま
す
（
犬
養
孝
『
万
葉
の
旅
』
中
・

平
凡
社
）
。
し
か
し
、
常
陸
国
筑
波
郡
の
郡
衙

（
郡
役
所
）
が
平
沢
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
、

『
常
陸
風
土
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
飯
名
神

社
が
臼
井
に
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
佐
谷
、
東
城
寺
付
近
を
通
り
、
平
沢
に
至

り
、
神
郡
か
ら
臼
井
を
抜
け
て
山
頂
を
目
指
し

た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

「
筑
波
山
に
登
る
歌
一
首
な
ら
び
に
短
歌

（
『
万
葉
集
』
巻
９
雑
歌
の
部
）
」
高
橋
虫
麻
呂 

 

草
ま
く
ら 
旅
の
憂
（
う
れ
へ
）
を
慰
（
な
ぐ
さ
）

も
る 

事
も
あ
り
や
と 

筑
波
嶺
に 

登
り
て

見
れ
ば
尾
花
ち
る 
師
付
（
し
ず
く
）
の
田
井
に 

雁
が
ね
も 

寒
く
来
鳴
き
ぬ 

新
治
の 

鳥
羽

の
淡
海
（
あ
ふ
み
）
も 

秋
風
に 

白
波
立
ち
ぬ 

筑
波
嶺
の 

よ
け
く
を
見
れ
ば 

長
き
け
に 

思
ひ
積
み
来
し 

憂
は
息
（
や
）
み
ぬ 
 
 

反
歌 

 

筑
波
嶺
の
裾
廻
（
す
そ
い
）
の
田
井
に
秋
田
刈
る

妹
（
い
も
）
が
り
遣
（
や
）
ら
む
黄
葉
（
も
み
ち
）
手
折

（
て
を
）
ら
な 

 

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
筑
波
山
が
江
戸
城
の

鬼
門
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
782
（
延
暦
元
）
年

に
徳
一
上
人
が
創
建
し
た
と
さ
れ
る
知
足
院
中

禅
寺
が
祈
願
所
に
定
め
ら
れ
、
三
代
将
軍
徳
川

家
光
に
よ
り
大
伽
藍
（
現
在
の
筑
波
山
神
社
付

近
に
あ
り
ま
し
た
が
、
明
治
の
廃
仏
毀
釈
で
大

御
堂
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
）

が
造
営
さ
れ
、
神
郡
か
ら
の
登
山
道
も
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
道
は
多
数
の
参

詣
客
で
に
ぎ
わ
う
よ
う
に
な
り
、 

翠
兄
た
ち
が

こ
の
登
山
道
脇
に
こ
の
句
碑
を
建
立
し
た
の
も

う
な
ず
け
ま
す
。 

 
 

  

む
ら
さ
き 

筑
波
山
の
「
む
ら
さ
き
」
を
醤
油
の
ブ
ラ
ン

ド
名
に
し
た
の
が
、
土
浦
の
国
分
勘
兵
衛
の
「
大

國
屋
」
で
す
。
江
戸
時
代
、
土
浦
は
、
銚
子
・

野
田
と
並
ぶ
醤
油
の
名
産
地
で
し
た
。
江
戸
時

代
後
期
の
国
学
者
で
あ
る
中
山
信
名
（
な
か
や
ま
の

ぶ
な
、
1787
～
1836
）
や
色
川
三
中
（
い
ろ
か
わ
み
な
か
、

1801
～
1855
）
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
『
新
編
常
陸
国

誌
』
土
産
の
部
に
は
、
「
土
浦
に
て
大
國
屋
と

い
う
も
の
の
製
す
る
を
上
品
と
す
。
印
に
亀
甲

の
内
に
大
の
字
を
書
く
故
に
亀
甲
大
と
称
す
。

江
戸
に
て
も
上
品
と
す
…
…
下
総
の
銚
子
、
佐

原
よ
り
も
出
れ
ど
も
、
土
浦
の
亀
甲
大
に
及
ぶ

も
の
な
し
」
と
あ
り
、
上
質
の
大
豆
と
小
麦
を

原
料
と
し
た
土
浦
産
醤
油
の
質
の
良
さ
を
述
べ

て
い
ま
す
。 

 
 

         

銚
子
で
は
1616
（
元
和
２
）
年
、
野
田
で
は
1624

（
寛
永
元
）
年
に
醤
油
醸
造
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
土
浦
で
は
、
1712
（
正
徳
２
）
年
に
、
伊

勢
松
阪
の
商
人
で
あ
っ
た
４
代
国
分
勘
兵
衛
が

城
下
の
田
宿
町
（
現
大
手
町
）
に
醸
造
場
を
設

け
、
醤
油
造
り
を
開
始
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
土
浦
藩
主
は

土
屋
政
直
で
、
領
内
の
産
業
振
興
に
努
め
、
醤

油
造
り
を
奨
励
し
た
た
め
、
業
者
の
数
も
次
第

に
増
え
て
、
1761
（
宝
暦
11
）
年
に
は
９
軒
、
1866

（
慶
応
２
）
年
に
は
19
軒
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
代
表
格
が
大
國
屋
勘
兵
衛
と
色
川
三
郎
兵

衛
で
、
両
者
と
も
江
戸
城
西
の
丸
へ
醤
油
を
納

め
て
（
徳
川
幕
府
御
用
達
）
土
浦
醤
油
の
名
声

を
高
め
て
い
ま
し
た
。
特
に
大
國
屋
の
醤
油
は

美
味
で
、
大
國
屋
の
「
大
」
を
土
浦
亀
城
の
亀

甲
六
角
の
枠
に
は
め
た
「
亀
甲
大
」
印
の
醤
油

は
非
常
な
評
判
と
な
り
、
な
か
で
も
「
む
ら
さ

き
」
と
い
う
銘
柄
の
醤
油
は
、
極
上
の
酒
よ
り

も
高
価
で
売
ら
れ
た
と
い
い
、
後
に
醤
油
の
代

名
詞
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
今
で
も
料
亭

や
寿
司
屋
で
醤
油
の
こ
と
を
「
む
ら
さ
き
」
と

か
「
お
ひ
た
ち
（
常
陸
）
」
と
呼
ぶ
の
は
、
ひ

と
え
に
土
浦
産
醤
油
の
評
判
に
よ
る
も
の
で

す
。 

 
 

 
 
 

 

（
高
21
回
卒 

松
井
泰
寿
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